
Ⅰ
安
心・安
全
な
食
の
提
供
と

未
来
を
支
え
る

農
業
の
ま
ち
づ
く
り

　

国
が
掲
げ
る
新
た
な
「
農
政
新
時
代
」

や
「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
引
き
続
き
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、
農
家
が
安
心
し
て
確
実
に
再
生
産
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
生
産
基
盤
の
整
備
、

生
産
流
通
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、
ま

た
、
担
い
手
農
家
の
育
成
や
優
良
農
地
の

確
保
に
つい
て
支
援
し
、
農
業
経
営
の
安
定

を
図
り
ま
す
。

　

茶
業
に
つい
て
は
、
茶
業
経
営
並
び
に
茶

工
場
運
営
の
合
理
化
を
推
進
し
、
輸
出
な

ど
を
視
野
に
入
れ
た
生
産
基
盤
の
強
化
を

図
り
、
知
覧
茶
統
一初
年
度
と
し
て
、「
知

覧
茶
」
の
積
極
的
な
宣
伝
・
販
売
活
動
を

は
じ
め
、
海
外
市
場
への
展
開
を
強
化
す
る

た
め
の
、
情
報
発
信
や
観
光
と
融
合
し
た

取
り
組
み
に
よ
り
、「
知
覧
茶
」
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

畜
産
業
に
つい
て
は
、
規
模
拡
大
な
ど
に

よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
や
品
質
向
上
な
ど
の

対
策
に
加
え
、
経
営
の
継
続
・
発
展
の
た
め

の
環
境
整
備
を
検
討
し
ま
す
。
特
に
、
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
り
、
施
設
整
備
・

機
械
導
入
・
家
畜
導
入
を
さ
ら
に
図
り
ま

す
。Ⅱ

活
力
あ
る
人
と
物
が
動
く

新
た
な
産
業
づ
く
り

　

商
工
業
に
つい
て
は
、
商
工
会
が
行
う
経

営
改
善
普
及
事
業
な
ど
の
支
援
を
行
い
、

借
り
入
れ
に
対
す
る
利
子
補
給
補
助
金
の

活
用
な
ど
商
工
業
者
の
経
営
安
定
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
た

魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
を
支
援
し
、
商
店

街
の
活
性
化
お
よ
び
購
買
力
の
地
元
定
着

に
努
め
ま
す
。

　

川
辺
仏
壇
産
業
に
つい
て
は
、
工
芸
技
術

の
向
上
や
後
継
者
育
成
、
販
路
拡
大
な
ど

の
対
策
を
支
援
し
、
川
辺
仏
壇
産
業
再
興

戦
略
事
業
で
開
発
さ
れ
た
商
品
の
市
場
性

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
、
雇
用
の
促
進
や
持
続
的

な
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
地

域
資
源
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
活
動
に
努

め
、
進
出
し
た
企
業
に
対
し
、
き
め
細
や

か
な
相
談
な
ど
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

　

観
光
に
つい
て
は
、情
報
発
信
を
強
化
し
、

国
内
外
で
の
誘
致
活
動
な
ど
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
活
動
を
推
進
し
、
ま
た
、
知

覧
特
攻
平
和
会
館
と
連
携
を
図
り
、
よ
り

多
く
の
農
家
体
験
・
民
泊
と
いっ
た
教
育
旅

行
の
受
入
が
で
き
る
よ
う
施
策
を
講
じ
ま

す
。Ⅲ

人
と
物
の
交
流
を
促
進
す
る

社
会
基
盤
づ
く
り

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
交
通
の
利
便
性
・
安

全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、計
画
的
に
整
備
・

補
修
を
行
い
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ

り
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
・
県
道
の

整
備
に
つい
て
も
、
国
お
よ
び
県
に
積
極
的

に
働
き
か
け
を
行
い
、
整
備
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継

続
し
、
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
利
用
実

態
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
路

線
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

平
成
29
年
度
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　
平
成
29
年
度
は
地
方
交
付
税
の
合

併
算
定
替
え
か
ら
漸
減
措
置
期
間
３

年
目
を
迎
え
、
財
政
的
に
厳
し
い
状

況
が
続
き
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
行
へ
の
対
応
は
待
っ
た
な
し

の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
変
厳
し
い
環
境
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
特
性

を
最
大
限
に
活
か
し
、
豊
か
で
活
気

あ
る
ま
ち
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
観
光
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
分
野
に
特
に
重

点
を
置
き
、
総
合
計
画
と
人
口
減
少

の
克
服
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
す
創
生
総
合
戦
略
を
中
心
に
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。 南九州市長
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す
。

　

市
営
住
宅
に
つい
て
は
、
牧
之
内
団
地
の

建
替
え
に
向
け
た
移
転
な
ど
の
事
業
を
計

画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
よ
り
市
内
の
木
造
住
宅

へ
の
耐
震
化
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
耐

震
化
の
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年

に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
第
75
回
国
民

体
育
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
と
な

る
、
知
覧
平
和
公
園
お
よ
び
諏
訪
運
動
公

園
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅳ
安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る

生
活
環
境
づ
く
り

　

生
活
環
境
の
向
上
お
よ
び
公
衆
衛
生
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
南
薩
地
区
衛

生
管
理
組
合
で
検
討
し
て
い
る
、
枕
崎
市
、

日
置
市
、
南
さ
つ
ま
市
、
南
九
州
市
で
共

同
処
理
す
る
ご
み
処
理
施
設
「
新
広
域
ご

み
処
理
施
設
」
の
建
設
に
向
け
、
引
き
続

き
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
川

辺
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
未
処
分
焼
却
灰
の
処
理

に
つい
て
は
、
安
全
で
経
済
的
な
処
理
方
法

を
検
討
す
る
た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
状

況
調
査
を
平
成
29
年
度
お
よ
び
30
年
度
の

２
年
間
で
行
い
ま
す
。

　

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
対
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
家
屋
侵
入
防
止
薬
剤
の
購

入
支
援
を
行
って
い
き
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

防
災
行
政
無
線
の
充
実
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。Ⅴ

い
き
い
き
と

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

健
康・福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
保
健
・
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

南
九
州
市
健
康
増
進
計
画
を
指
針
に
、
各

種
保
健
事
業
を
展
開
し
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
出
生
祝
金
の
支
給
を
す
べ
て
の

出
生
児
を
対
象
と
し
、
記
念
品
と
し
て
市

内
の
伝
統
工
芸
品
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、
子

育
て
世
帯
に
対
し
て
は
、
子
育
て
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ま
と
め
た
「
南
九
州

市
子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
事
業
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
子
育
て
支
援
の
拠

点
と
し
て
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と一

体
的
な
運
営
を
行
い
、
子
ど
も
・
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
本
年
度
か
ら
実

施
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
お
い
て
、
要
支
援
認
定
者
な
ど
に

対
す
る
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

一
般
介
護
予
防
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。Ⅵ

心
の
豊
か
さ
と

創
造
力
を
育
む

教
育・文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
郷
土
の

よ
さ
を
生
か
し
た
学
習
活
動
を
重
視
し
、

個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
や
特
別
支

援
教
育
の
充
実
、
小
中
連
携
教
育
の
推

進
な
ど
を
通
し
て
学
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

頴
娃
地
区
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
、

校
歌
や
通
学
体
制
な
ど
の
協
議
を
進
め
、

施
設
整
備
の
面
で
は
、
校
舎
の
増
築
工
事
、

屋
内
運
動
場
の
改
修
工
事
お
よ
び
駐
車
場

造
成
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
小
学
校
に
お
け
る
望
ま

し
い
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
外
部
委
員
で
組
織
す
る
（
仮
称
）
南

九
州
市
小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
今
後
の
小
学
校
の
方
向
性
に
つい

て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
校
区
・

地
区
公
民
館
を
地
区
公
民
館
と
名
称
を
統

一す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な

る
公
民
館
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の

「
世
界
の
記
憶
」
登
録
申
請
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
登
録
に
向
け
た
申
請
は
見
送

る
も
の
の
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。Ⅶ

協
働
と
自
立
に
よ
る

住
民
主
役
の

個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
の
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
の
た

め
に
本
年
度
か
ら
自
治
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
を
実
施
し
ま
す
。

　

効
率
的
な
行
政
運
営
に
つい
て
は
、
行
政

改
革
大
綱
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
市
民

と
行
政
の
協
働
を
推
進
し
な
が
ら
、
健
全

な
財
政
運
営
、
行
政
組
織
の
簡
素
化
な
ど

に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

財
政
運
営
に
つい
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
持
続
的
に

行
う
た
め
、
よ
り
一層
の
歳
出
抑
制
に
向
け

た
事
務
改
善
、
効
率
化
を
図
っ
た
事
業
への

統
廃
合
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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